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平
成
二
十
六
年
第
一
回
臨
時
会

は
二
月
四
日
招
集
さ
れ
、
会
期
を

一
日
と
決
し
、
承
認
一
件
、
議
案

七
件
を
決
議
し
、
議
案
二
件
は
各

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
閉
会

し
ま
し
た
。

【
報
告
事
項
】

▼
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

に
関
す
る
専
決
処
分
の
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　

【
報
告
済
】

■
相
手
方
…
札
幌
市
中
央
区
北
一

条
西
四
丁
目　

東
日
本
電
信
電
話

株
式
会
社
北
海
道
支
店

■
損
害
賠
償
額
…
八
六
，
六
二
一

円【
承
認
】

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
五
年
度
中
川
町
一
般

会
計
予
算
補
正

■
歳
入
歳
出
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ

八
七
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
四
，
〇
九
八
，
〇
〇

五
千
円
と
す
る　

【
原
案
承
認
】

　

主
な
補
正
内
容
は
損
害
賠
償
金

の
追
加

会
計
予
算
補
正

■
歳
入
歳
出
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ

五
，
八
九
二
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
四
，
一
〇
三
，

八
九
七
千
円
と
す
る
【
原
案
可
決
】

　

主
な
補
正
内
容
は
強
い
農
業
づ

く
り
（
経
営
体
育
成
）
事
業
補
助

金
な
ど
の
追
加

▼
平
成
二
十
五
年
度
中
川
町
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算
補
正

■
保
険
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
総

額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
七
三
五
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

二
〇
五
，
八
二
二
千
円
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

　

主
な
補
正
内
容
は
介
護
保
険
シ

ス
テ
ム
改
修
委
託
料
な
ど
の
追
加

平
成
26
年
2
月
4
日
招
集

第
一
回
臨
時
会

議
案
審
議
結
果

【
条
例
】

▼
中
川
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
設

置
及
び
管
理
条
例
の
制
定

■
総
務
常
任
委
員
会
へ
付
託
し
審

査
す
る
こ
と
に
決
す
る

▼
中
川
町
交
流
プ
ラ
ザ
設
置
及
び

管
理
条
例
の
制
定

■
経
済
常
任
委
員
会
へ
付
託
し
審

査
す
る
こ
と
に
決
す
る

▼
中
川
町
立
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

▼
中
川
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

▼
中
川
町
ポ
ン
ピ
ラ
ア
ク
ア
リ
ズ

イ
ン
グ
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
【
原
案
可
決
】

▼
中
川
町
情
報
プ
ラ
ザ
「
道
の
駅

な
か
が
わ
」
設
置
及
び
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

▼
中
川
町
地
場
産
品
加
工
セ
ン
タ

ー
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例　

【
原
案
可
決
】

　

そ
れ
ぞ
れ
平
成
二
十
六
年
三
月

三
十
一
日
を
も
っ
て
現
指
定
管
理

期
間
を
終
了
す
る
た
め
、
来
年
度

四
月
一
日
か
ら
の
指
定
管
理
期
間

を
三
年
か
ら
五
年
に
改
め
る

【
予
算
】

▼
平
成
二
十
五
年
度
中
川
町
一
般

　

平
成
二
十
六
年
第
二
回
臨
時
会

は
二
月
十
八
日
招
集
さ
れ
、
会
期

を
一
日
と
決
し
、
議
案
一
件
は
総

務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
閉

会
し
ま
し
た
。

【
条
例
】

▼
中
川
町
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
設
置

及
び
管
理
条
例
の
制
定

■
総
務
常
任
委
員
会
へ
付
託
し
審

査
す
る
こ
と
に
決
す
る

平
成
26
年
2
月
18
日
招
集

第
二
回
臨
時
会

議
案
審
議
結
果

議会活性化のために、多くの町民の
皆さまの傍聴をお待ちしております。

議会を傍聴しませんか
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平
成
二
十
六
年
第
一
回
臨
時
会

に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
事
件
に
つ
い
て
審
査
の
結
果
、

次
の
と
お
り
決
定
し
た
の
で
報
告

し
ま
す
。

●
付
託
さ
れ
た
事
件
名

議
案
第
二
号　

中
川
町
交
流
プ
ラ

ザ
設
置
及
び
管
理
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

●
委
員
会
審
査
年
月
日

平
成
二
十
六
年
二
月
十
二
日　

十

時
〇
〇
分

●
出
席
委
員

坂
尻
委
員
長
、
菊
地
副
委
員
長
、

佐
藤（
正
）委
員
、
熊
谷
委
員

●
説
明
員

遠
藤
副
町
長
、
川
合
総
務
課
長
、

石
垣
企
画
財
政
室
長
、
梶
田
主
査

●
主
な
質
疑
事
項

①
設
置
の
目
的
に
つ
い
て

②
概
算
施
設
整
備
事
業
費
に
つ
い　

　

て
③
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

④
施
設
の
住
民
利
用
に
つ
い
て

●
審
査
の
結
果

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

●
委
員
会
意
見

　

施
設
の
住
民
使
用
に
お
け
る
詳

細
な
取
扱
い
に
つ
い
て
、
施
設
オ

③
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
運
営
計

画
案
に
つ
い
て

●
審
査
の
結
果

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

●
委
員
会
意
見

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
供
用
開

始
時
ま
で
に
、
既
存
生
涯
学
習
関

連
施
設
の
利
用
期
限
を
明
確
に
さ

れ
た
い
。

　

平
成
二
十
六
年
第
二
回
臨
時
会

に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
事
件
に
つ
い
て
審
査
の
結
果
、

次
の
と
お
り
決
定
し
た
の
で
報
告

し
ま
す
。

●
付
託
さ
れ
た
事
件
名

議
案
第
十
号　

中
川
町
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
設
置
及
び
管
理
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

●
委
員
会
審
査
年
月
日

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
四
日

十
三
時
三
〇
分

●
出
席
委
員

鎌
塚
委
員
長
、
小
川
副
委
員
長
、

渡
部
委
員
、
佐
藤（
輝
）委
員

●
説
明
員

川
口
町
長
、
遠
藤
副
町
長
、
佐
藤

住
民
課
長
、
播
幸
福
推
進
室
長
、

佐
藤
環
境
整
備
課
長
、
大
島
室
長

●
主
な
質
疑
事
項

①
設
置
場
所
の
決
定
経
緯
に
つ
い　

　

て
②
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
（
人

　

材
確
保
）
に
つ
い
て

③
利
用
料
金
等
（
実
費
相
当
額
含

　

む
）
に
つ
い
て

④
利
用
料
金
の
減
免
に
係
る
町
の

　

定
め
る
基
準
に
つ
い
て

●
審
査
の
結
果

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

●
委
員
会
意
見

　

条
例
第
二
条
の
位
置
に
定
め
る

場
所
は
、
軟
弱
地
盤
で
あ
り
施
設

運
営
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
充

分
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
申
し

添
え
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
八
日　

十

時
〇
〇
分

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
四
日

十
時
〇
〇
分

●
出
席
委
員

鎌
塚
委
員
長
、
小
川
副
委
員
長
、

渡
部
委
員
、
佐
藤（
輝
）委
員

●
説
明
員

川
口
町
長
、
遠
藤
副
町
長
、
山
内

教
育
長
、
髙
橋
教
育
次
長
、
浅
野

室
長

●
主
な
質
疑
事
項

①
教
育
委
員
会
事
務
所
移
転
の
必

　

然
性
に
つ
い
て

②
現
有
社
会
教
育
施
設
の
利
用
期

　

限
及
び
今
後
の
管
理
計
画
に
つ

　

い
て

経
済
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
審
査
報
告

総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
審
査
報
告

総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
審
査
報
告

ー
プ
ン
ま
で
に
条
例
、
施
行
規
則

ま
た
は
要
綱
等
を
整
備
し
住
民
説

明
が
必
要
と
考
え
る
。

　

平
成
二
十
六
年
第
一
回
臨
時
会

に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
事
件
に
つ
い
て
審
査
の
結
果
、

次
の
と
お
り
決
定
し
た
の
で
報
告

し
ま
す
。

●
付
託
さ
れ
た
事
件
名

議
案
第
一
号　

中
川
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

●
委
員
会
審
査
年
月
日
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中川町交流プラザ完成予想図中川町交流プラザ完成予想図

中川町生涯学習センター完成予想図中川町生涯学習センター完成予想図

中川町グループホーム完成予想図中川町グループホーム完成予想図



【
条
例
な
ど
】

▼
総
務
常
任
委
員
会
審
査
報
告

■
委
員
会
報
告
の
と
お
り
総
務
常

任
委
員
会
付
託
の
条
例
案
は
原
案

可
決

　

中
川
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
設

置
及
び
管
理
条
例
の
制
定

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

　

中
川
商
業
高
等
学
校
施
設
を
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
核
施
設

と
し
て
再
生
し
、
文
化
芸
術
活
動

の
推
進
、
生
涯
学
習
情
報
の
提
供
、

町
民
の
自
主
活
動
を
促
進
し
、
生

涯
学
習
を
総
合
的
に
推
進
す
る
拠

点
を
設
置
し
、
管
理
す
る
た
め
の

条
例
を
制
定

▼
経
済
常
任
委
員
会
審
査
報
告

■
委
員
会
報
告
の
と
お
り
経
済
常

任
委
員
会
付
託
の
条
例
案
は
原
案

可
決

　

中
川
町
交
流
プ
ラ
ザ
設
置
及
び

管
理
条
例
の
制
定　

【
原
案
可
決
】

　

町
に
縁
の
あ
る
人
々
の
心
の
故

郷
と
な
る
よ
う
駅
舎
の
保
存
と
新

た
に
町
の
情
報
発
信
、
地
域
住
民

や
都
市
住
民
等
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
場
を
設
置
し
、
管
理
す
る

た
め
の
条
例
を
制
定

▼
中
川
町
道
路
占
有
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

▼
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
変
更

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

▼
上
川
町
村
等
公
平
委
員
会
共
同

設
置
規
約
の
変
更

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

▼
名
寄
地
区
障
害
程
度
区
分
認
定

審
査
会
共
同
設
置
規
約
の
変
更

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

▼
中
川
町
立
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の

指
定　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

■
指
定
管
理
者
…
社
会
福
祉
法
人

中
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

■
指
定
の
期
間
…
平
成
二
十
六
年

四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三

月
三
十
一
日
ま
で

▼
中
川
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の

指
定　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

■
指
定
管
理
者
…
社
会
福
祉
法
人

中
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

■
指
定
の
期
間
…
平
成
二
十
六
年

四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三

月
三
十
一
日
ま
で

▼
総
務
常
任
委
員
会
審
査
報
告

■
委
員
会
報
告
の
と
お
り
総
務
常

任
委
員
会
付
託
の
条
例
案
は
原
案

可
決

　

中
川
町
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
設
置

及
び
管
理
条
例
の
制
定

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

　

認
知
症
で
あ
る
高
齢
者
に
対
し
、

家
庭
的
な
環
境
の
下
で
自
ら
の
役

割
を
持
ち
な
が
ら
共
同
生
活
を
送

る
た
め
に
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
施
設
を
設
置
し
、
管

理
す
る
た
め
の
条
例
を
制
定

▼
中
川
町
農
村
交
流
宿
泊
施
設
の

設
置
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

　

農
林
業
の
体
験
を
通
じ
住
民
と

の
交
流
に
よ
り
、
農
村
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
拠
点
施
設
を
設
置

し
、
後
継
者
対
策
、
農
林
業
振
興

策
を
構
築
す
る
た
め
の
条
例
を
制

定▼
非
常
勤
特
別
職
職
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
支
給
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例　

【
原
案
可
決
】

▼
中
川
町
史
編
纂
委
員
会
委
員
費

用
弁
償
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例　
　
　

【
原
案
可
決
】

議
案
審
議
結
果

（　）4

第1回定例会の様子第1回定例会の様子

26年度町政執行方針、教育長の平成26年度教育行政執行方針が示され、4議員
の一般質問、議案27件、意見書3件、会議規則4件を決議し、閉会しました。

　平成26年第1回定例会は3月6日招集され、会期を14日までとし、町長の平成
26年度町政執行方針、教育長の平成26年度教育行政執行方針が示され、4議員
の一般質問、議案27件、意見書3件、会議規則4件を決議し、閉会しました。

平成26年第1回定例会は3月6日招集され 会期を14日までとし 町長平成26年第1回定例会は3月6日招集され 会期を14日までとし 町長

◆第1回定例会◆◆第1回定例会◆
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　国民の大半は、特定秘密保護法案が国民主権と深く関わることから、慎重審議や反対を求めていたにもかかわらず、安倍政権は数の力を背景
に強行採決するという暴挙に出ました。こうした政府の国民を軽視する姿勢や法律に対する疑念も払拭されていないことから批判も高まり、各
層・各地域から廃止を求める声が相次いでいます。
　特定秘密保護法案は当初より、「行政機関の長」の判断で恣意的に「秘密」と指定でき、公務員が秘密を漏洩した場合は最高で懲役10年とし、
民間人も罰則の対象とするなど、国民の知る権利や言論や表現、報道の自由が侵害される危険性が指摘されていました。
　国会での審議が進むにつれて、修正や訂正が繰り返し行われても特定秘密の基準が極めて曖昧で、期間も最長60年として例外を設けるなど、
行政機関の判断で国民の共有財産である情報が永久に隠匿される可能性も明らかとなりました。罰則の範囲も、秘密の漏洩にとどまらず、取得
行為、それらの未遂、教唆、扇動、共謀、過失による漏洩まで対象とするなど、社会全体を委縮させ、監視国家となる恐れも生じてきています。
　第三者機関の設置についても、「独立した公正な立場で検証、監察できる新たな機関の設置を検討する」として、国会答弁のなかでは内閣府
に保全監視委員会や独立公文書管理監を設置するとしましたが、あくまでも内部機関であり、チェック機関としての機能は疑わしいものがあり
ます。また、閣僚を指揮・監督する首相が第三者的に関与するなど、特定秘密への拡大解釈の疑念は、深まるばかりです。
　特定秘密の取り扱い業務を行う者に対する適正評価についても、本人や家族のプライバシーに関することにまで及ぶなど、人権侵害さえ危ぶ
まれます。また、国会への特定秘密の提供の是非は政府が判断するとされており、国会による「国政調査権」が十分に機能しない可能性もあり、
三権分立さえも脅かす恐れもあります。
　このように特定秘密保護法は、人権を抑圧し、国家秘密を優先するなど、国民の権利を保障し、国家権力を抑制するという立憲主義や民主主
義を根底から覆す悪法であり、暗澹たる社会に導くもので、決して認めるわけにはいきません。強行採決直後の道内報道機関の世論調査でも、
反対・慎重審議を含めると9割にも達し、いかに本法律が国民に支持されていないかが明確です。
　従って、衆参両議院での強行採決に抗議するとともに、国民の暮らし・基本的人権・国民主権・平和主義を守るためにも、政府は国民の声を
真 に受け止め、「特定秘密保護法」を廃止することを強く求めます。

　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出します。

　平成26年３月14日

　内閣総理大臣　他３名　宛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道中川町議会議長　佐藤　輝雄

特定秘密保護法の廃止を求める意見書

　自治体の臨時・非常勤職員は、いまや３人に１人となり、全国では約70万人にも上ります。それらの職員の多くは、年収が約200万円以下で
あるため官製ワーキングプアとも言われ、雇止めに不安を感じながら日々の業務にあたっています。
　臨時・非常勤職員の職種は、行政事務職のほか保育士、学童指導員、学校給食調理員、看護師、各種相談員、図書館職員、公民館職員、学校教
育など多岐にわたります。その多くの職員が恒常的業務に就いており地方自治体は臨時・非常勤職員の労働を無くして一日たりとも回りません。
　しかし、臨時・非常勤職員にはパート労働法、労働契約法などが適用されないなど待遇や雇用について保護する制度が整備されておらず、民
間労働法制と地方公務員制度の狭間で、法の谷間におかれた存在となっています。
　このため、パート労働法や改正労働契約法の趣旨を踏まえ、臨時・非常勤職員の待遇改善、雇用安定に関する法整備をはかることが重要課題
となっています。
　つきましては、行政サービスの質の確保と、臨時・非常勤職員の待遇改善、雇用安定の観点から、次のことが措置されるよう強く要望いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
　１．非常勤職員に期末手当や退職手当の支給を認めていない地方自治法を改正すること。
　２．均等・均衡待遇を求めているパート労働法の趣旨を、臨時・非常勤等職員に適用させる法整備をはかること。
　３．臨時・非常勤職員の処遇改善、雇用安定をはかるため、任期の定めのない短時間勤務職員制度の導入について検討を行うこと。

　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。

　平成26年３月14日

　総務大臣　他３名　宛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道中川町議会議長　佐藤　輝雄

地方自治体の臨時・非常勤職員の待遇改善と雇用安定のための法改正に関する意見書

　ＴＰＰ交渉については、本年２月に閣僚会合が開催されましたが、多くの分野で各国の主張の隔たりが大きく、「大筋合意」には至りませんで
した。
　しかしながら、４月のオバマ大統領の訪日に向けて、米国から衆参両院の農林水産委員会における決議を逸脱した譲歩を強く迫られかねず、
予断を許さない状況が続いています。
　ＴＰＰは農業だけの問題ではなく、国民一人ひとりの暮らしや地域社会の将来に極めて大きな禍根を残す問題であり、国民的議論のないまま
交渉を進めることは、決して国益にかなうものではありません。
　このため、多くの国民や道民、地方議会と自治体首長は、ＴＰＰ協定交渉への参加に反対・慎重な対応を強く求めてまいりました。
　つきましては、ＴＰＰ交渉に係る衆参農林水産委員会決議の遵守等に関して、下記のとおり要請いたしますので、貴殿の特段のご高配を賜り
ますようお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
　１．ＴＰＰ交渉に係る衆参両院農林水産委員会決議の遵守
　　　政府は平成25年４月の衆参両院農林水産委員会における決議「環太平洋パートナーシップ（ＴＰＰ）協定交渉参加に関する件について」
　　を遵守するとともに、決議が遵守できない場合は、ＴＰＰから脱退すること。
　２．すべての国際貿易交渉における重要品目等の関税維持
　　　ＥＰＡ・ＦＴＡ等のすべての国際貿易交渉において、重要品目等の関税等、必要な国境措置を維持するとともに、特に日豪ＥＰＡ交渉に
　　ついては、平成18年12月の衆参両院農林水産委員会における決議「日豪ＥＰＡの交渉開始に関する件」を遵守すること。

　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。

　平成26年３月14日

　内閣総理大臣　他５名　宛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道中川町議会議長　佐藤　輝雄

ＴＰＰ交渉等国際貿易交渉に係る意見書
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金

　

貸
付
金
助
成
の
利
用
実
績
に
つ

　

い
て

・
臨
時
福
祉
給
付
金
の
内
容
に
つ

　

い
て

・
幼
児
セ
ン
タ
ー
臨
時
職
員
に
つ

　

い
て

・
文
教
ゾ
ー
ン
へ
の
幼
児
セ
ン
タ

　

ー
の
集
約
に
つ
い
て

・
君
の
椅
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

　

い
て

・
君
の
椅
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
出

　

生
祝
金
の
整
合
性
に
つ
い
て

・
農
村
交
流
宿
泊
施
設
に
つ
い
て

・
新
規
就
農
事
業
に
つ
い
て

・
農
産
物
集
出
荷
施
設
整
備
事
業

　

に
つ
い
て

・
乾
燥
調
製
施
設
整
備
事
業
に
つ

　

い
て

・
中
川
町
家
畜
衛
生
対
策
事
業
委

　

託
の
内
容
に
つ
い
て

・
酪
農
畜
産
振
興
支
援
事
業
の
内

　

容
に
つ
い
て

・
道
営
農
地
整
備
事
業
（
通
作
条

　

件
整
備
）
調
査
に
つ
い
て

・
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
・
自
給
飼

　

料
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

・
牧
場
の
入
牧
頭
数
・
面
積
に
つ

　

い
て

・
堆
肥
処
理
施
設
事
前
調
査
委
託

　

に
つ
い
て

・
薪
ス
ト
ー
ブ
等
購
入
事
業
の
内

　

容
に
つ
い
て

・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売
事
業

　

に
つ
い
て

・
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
、
開
発
、
販
売

　

に
つ
い
て

・
新
事
業
化
支
援
事
業
、
商
工
業

　

担
い
手
支
援
事
業
に
つ
い
て

・
森
林
公
園
の
管
理
に
つ
い
て

・
ナ
ポ
ー
ト
パ
ー
ク
キ
ャ
ビ
ン
設

　

置
工
事
に
つ
い
て

・
道
の
駅
身
障
者
用
屋
根
付
駐
車

　

場
の
設
置
に
つ
い
て

・
農
業
用
排
水
路
維
持
工
事
の
概

　

要
に
つ
い
て

・
街
路
灯
に
つ
い
て

・
通
学
路
の
横
断
歩
道
に
つ
い
て

・
誉
32
線
本
線
道
路
改
良
工
事
の

　

工
区
分
け
に
つ
い
て

・
除
雪
の
取
扱
い
に
つ
い
て

・
北
団
地
公
住
自
営
柱
の
設
置
に

　

つ
い
て

・
グ
リ
ー
ン
シ
ャ
ト
ー
の
備
品
購

　

入
に
つ
い
て

・
公
営
住
宅
の
住
み
替
え
に
つ
い
て

・
教
育
委
員
会
事
務
所
の
生
涯
学

平
成
二
十
六
年
三
月
十
一
日
か
ら

十
三
日
ま
で
開
催

　

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
平
成

二
十
六
年
度
一
般
会
計
及
び
五
特

別
会
計
歳
入
歳
出
予
算
は
、
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

▼
平
成
二
十
六
年
度
中
川
町
一
般

会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
四
，
四
四

一
，
〇
〇
〇
千
円

・
経
常
収
支
の
方
向
性
に
つ
い
て

・
町
民
税
・
固
定
資
産
税
の
滞
納

　

状
況
に
つ
い
て

・
地
方
交
付
税
の
算
定
・
特
別
交

　

付
税
の
ル
ー
ル
分
に
つ
い
て

・
町
有
地
岩
石
売
払
収
入
の
単
価

　

の
見
直
し
に
つ
い
て

・
飼
料
売
払
収
入
の
根
拠
に
つ
い

　

て
・
ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
つ
い
て

・
過
疎
債
に
つ
い
て

・
教
育
財
産
の
管
理
に
つ
い
て

予
算
審
査
特
別
委
員
会

総
務
課
関
係
（
歳
出
）

住
民
課
関
係
（
歳
出
）

環
境
整
備
課
関
係（
歳
出
）

産
業
振
興
課
関
係（
歳
出
）

　予算審査特別委員会（委員長　佐藤　正）が設置され、3月11日から13日の3日間にわたり
審議し、原案のとおり可決すべきと決定。

平成26年度平成26年度 一般会一般会計
5特別会計5特別会計予算を可決予算を可決平成26年度 一般会計5特別会計予算を可決

（　）7

主
な
質
問
事
項

歳
入
全
般

教
育
委
員
会
関
係（
歳
出
）



（　）8

•
中
川
町
交
流
プ
ラ
ザ
（
仮
称
）

　

改
修
事
業

•
人
づ
く
り
研
修
事
業

　

町
の
未
来
に
向
け
個
性
豊
か
で

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

図
る
た
め
、
国
の
内
外
で
展
開
さ

れ
る
町
民
の
研
修
活
動
を
支
援
す

る
。

•
テ
レ
ビ
中
継
局
整
備
事
業

　

本
事
業
の
施
工
に
よ
り
、
テ
レ

ビ
北
海
道
（
Ｔ
Ｖ
Ｈ
）
の
視
聴
が

可
能
と
な
り
、
地
域
に
お
け
る
情

報
通
信
格
差
の
是
正
が
図
ら
れ
、

情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
資

す
る
。

•
消
防
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備
事
業

　

消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

整
備
を
実
施
し
、
地
域
防
災
力
の

強
化
を
図
る
。

•
第
6
期
中
川
町
介
護
保
険
事
業

　

計
画
及
び
第
4
期
中
川
町
障
が

い
福
祉
計
画
策
定

•
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
設
置
工
事

•
出
生
祝
品
（
君
の
椅
子
プ
ロ
ジ

　

ェ
ク
ト
）

　

誕
生
す
る
子
ど
も
を
迎
え
る
喜

び
を
地
域
で
分
か
ち
合
い
、
祝
金

・
絵
本
と
と
も
に
、
居
場
所
の
象

徴
と
し
て
、
北
海
道
が
誇
る
家
具

製
作
技
術
で
作
ら
れ
た
「
世
界
に

一
つ
だ
け
の
椅
子
」
を
贈
る
。

•
中
川
町
高
齢
者
ハ
イ
ヤ
ー
利
用

　

支
援
事
業

　

通
院
や
買
い
物
な
ど
日
常
生
活

に
お
け
る
交
通
手
段
を
、
ハ
イ
ヤ

ー
利
用
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

高
齢
者
に
対
し
、
そ
の
料
金
の
一

部
を
助
成
し
、
日
常
生
活
の
利
便

性
向
上
と
積
極
的
な
社
会
参
加
を

促
し
、
生
き
が
い
の
持
て
る
充
実

し
た
生
活
の
支
援
を
実
施
す
る
。

•
農
業
振
興
関
連
事
業

　

酪
農
振
興
対
策
支
援
事
業
（
デ

ン
ト
コ
ー
ン
サ
イ
レ
ー
ジ
給
仕
施

設
整
備
・
給
餌
車
・
乳
用
牛
導
入

支
援
）
・
農
産
物
集
出
荷
施
設
整

備
事
業
・
畑
作
経
営
安
定
対
策
事

業
（
乾
燥
調
製
施
設
整
備
・
集
出

荷
施
設
整
備
）
・
農
村
交
流
宿
泊

施
設
（
仮
称
）
整
備
事
業

•
林
業
振
興
関
連
事
業

　

木
材
流
通
整
備
事
業
（
流
通
、

薪
産
業
の
創
出
）
・
森
林
環
境
保

全
整
備
事
業
（
町
有
林
・
人
工
造

林
、
下
刈
り
、
除
伐
、
間
伐
）・
林

業
専
用
道
開
設
事
業

•
商
工
観
光
振
興
関
連
事
業

　

中
川
町
商
工
業
担
い
手
支
援
事

業
・
中
川
町
新
事
業
化
推
進
事
業

・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売
事
業

・
ナ
ポ
ー
ト
パ
ー
ク
整
備
事
業

•
町
道
新
設
改
良
事
業

•
橋
梁
長
寿
命
化
事
業

•
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
購
入

•
佐
久
地
区
公
民
館
改
修
事
業

•
中
川
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

（
仮
称
）
改
修
事
業

•
町
内
遺
跡
調
査
事
業

　

オ
フ
ィ
シ
ャ
チ
跡
周
辺
の
試
掘

並
び
に
調
査
測
量

•
テ
リ
ジ
ノ
サ
ウ
ル
ス
復
元
骨
格
購
入

▼
平
成
二
十
六
年
度
中
川
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
三
〇
，
九

八
七
千
円

▼
平
成
二
十
六
年
度
中
川
町
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
一
二
四
，

二
三
七
千
円

・
消
費
税
増
税
に
よ
る
使
用
料
の

　

見
直
し
に
つ
い
て

▼
平
成
二
十
六
年
度
中
川
町
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
八
七
，
二

七
一
千
円

・
農
業
集
落
排
水
事
業
の
環
境
整

　

備
に
つ
い
て

・
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
つ

　

い
て

・
離
農
・
離
町
者
の
合
併
処
理
浄

　

化
槽
の
処
分
、
管
理
に
つ
い
て

総
務
課
関
係

住
民
課
関
係

産
業
振
興
課
関
係

環
境
整
備
課

教
育
委
員
会
関
係

　

習
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
転
に
つ
い

　

て
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
の
管
理
体

　

制
に
つ
い
て

・
教
職
員
住
宅
の
解
体
に
つ
い
て

・
防
災
備
品
購
入
の
内
訳
に
つ
い

　

て
・
文
化
協
会
運
営
費
に
つ
い
て

・
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管

　

理
に
つ
い
て

・
佐
久
地
区
公
民
館
耐
震
補
強
及

　

び
大
規
模
改
修
に
つ
い
て

・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に

　

つ
い
て

・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
グ
ラ
ウ

　

ン
ド
等
の
利
用
に
つ
い
て

・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
備
品
購

　

入
に
つ
い
て

・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
災
害

　

対
策
・
防
犯
対
策
に
つ
い
て

▼
平
成
二
十
六
年
度
中
川
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
二
五
二
，

六
〇
九
千
円

▼
平
成
二
十
六
年
度
中
川
町
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算

「
保
険
事
業
勘
定
」
歳
入
歳
出
予

算
総
額
一
九
三
，
〇
九
三
千
円

「
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
」
歳
入
歳

出
予
算
総
額
八
，
五
三
〇
千
円

主
な
質
問
事
項

主
な
質
問
事
項

君の椅子（出生祝品）君の椅子（出生祝品）

平
成
26
年
度
実
施
さ
れ
る
重
点
施
策
事
業



なかがわキッズプログラムなかがわキッズプログラム

健康運動教室健康運動教室

物
処
理
の
推
進
に
よ
る
環
境
分
野
、

4
点
目
と
し
て
生
涯
学
習
、
ス
ポ

ー
ツ
、
文
化
の
振
興
に
よ
る
教
育

分
野
、
5
点
目
と
し
て
町
民
参
画
、

交
流
の
推
進
に
よ
る
行
財
政
分
野

と
位
置
付
け
目
指
す
べ
き
方
向
を

掲
げ
て
お
り
ま
す
。

②
「
平
成
26
年
度
予
算
と
総
合
計

画
の
整
合
性
に
つ
い
て
」
で
あ
り

ま
す
が
、
平
成
26
年
度
の
主
要
施

策
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
初

予
算
の
概
要
と
し
て
配
布
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

施
策
の
決
定
に
当
た
り
ま
し
て

は
整
合
性
を
図
り
、
私
の
公
約
で

あ
る
「
3
つ
の
元
気
を
取
り
戻
す
」

た
め
住
民
の
皆
様
と
課
題
を
共
有

し
、
将
来
像
の
実
現
に
向
け
「
暮

ら
し
や
す
さ
」
や
「
生
活
の
豊
か

さ
」
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
ち
の
活
力
は
、
「
人
」
に
よ

っ
て
創
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。
魅
力

あ
る
ま
ち
は
、
そ
の
活
力
か
ら
湧

き
出
る
町
民
の
地
域
に
対
す
る

「
誇
り
」
や
「
郷
土
愛
」
に
よ
っ

て
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
が
築
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

私
は
、
町
民
の
皆
様
が
「
一
生

住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
新
た
な
総
合

計
画
を
視
野
に
、
課
題
を
先
送
り

す
る
こ
と
な
く
、
「
3
つ
の
元
気

を
取
り
戻
す
」
こ
と
で
「
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

③
「
各
分
野
の
構
造
改
革
に
つ
い

て
」
で
あ
り
ま
す
が
、
総
合
計
画

で
は
実
感
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
分

野
体
系
を
「
暮
ら
し
や
す
さ
」
・

「
豊
か
さ
と
う
る
お
い
」
・
「
す

ば
ら
し
い
自
然
」
・
「
中
川
ら
し

い
楽
し
み
」
・
「
誇
ら
か
な
町
」

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

1
点
目
の
質
問
に
対
し
て
も
答

弁
し
て
お
り
ま
す
が
、
第
5
次
の

基
本
構
想
を
継
承
し
た
こ
と
は
、

社
会
情
勢
に
翻
弄
さ
れ
る
こ
と
な

く
目
標
を
実
現
す
る
更
な
る
期
間

が
必
要
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
り

ま
す
。

　

各
分
野
の
構
造
改
革
の
必
要
性

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
進
捗
状
況

の
中
で
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド

・
ビ
ル
ド
の
視
点
を
も
っ
て
判
断

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
6
次
中
川
町
総
合
計
画
を

早
急
に
示
し
ま
す

平
成
26
年
度
町
政
執
行
方
針
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
第
1
回
定
例
会
に

あ
た
っ
て
、
川
口
町
政
1
期
目
の

最
終
年
で
あ
り
、
こ
れ
に
向
け
て

町
政
執
行
方
針
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
本
町
に
お
い
て
は
、
急
速
に

進
行
す
る
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
に
対
応
し
た
地
域
社
会
の
構
築

や
本
町
経
済
・
町
民
生
活
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
消
費
税
増
税
・

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
等
、
重
要
な
課
題
が

山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
危
機
的
状
況
の
時
こ

そ
町
民
が
力
を
合
わ
せ
て
前
進
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
年
度

は
第
6
次
の
中
川
町
総
合
計
画
ス

タ
ー
ト
の
年
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
町
民
が
一
体
と

な
れ
る
計
画
で
な
く
て
は
将
来
の

展
望
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
次
の
点

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

第
6
次
中
川
町
総
合
計
画
に
つ
い

て①
基
本
構
想
に
つ
い
て
（
マ
チ
づ

く
り
の
目
指
す
方
向
性
）

　

川
口
町
長

問問答答

小川鉄吉　議員

②
平
成
26
年
度
施
策
、
予
算
と
の

整
合
性
に
つ
い
て

③
各
分
野
の
構
造
改
革
に
つ
い
て

①
「
第
6
次
中
川
町
総
合
計
画
の

基
本
構
想
に
つ
い
て
」
の
質
問
で

あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
進
捗
状
況

は
概
ね
構
想
が
ま
と
ま
っ
て
お
り
、

今
後
は
住
民
の
代
表
で
あ
る
審
議

会
に
諮
り
、
答
申
を
頂
い
た
後
に

議
会
に
対
し
提
案
す
る
予
定
で
お

り
ま
す
。

　

議
員
ご
質
問
の
基
本
構
想
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
目
指
す
方
向
を
示

す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
新
た
な
基

本
構
想
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
5

次
の
基
本
構
想
を
継
続
し
、
総
合

計
画
策
定
委
員
会
及
び
審
議
会
に

お
け
る
協
議
を
重
ね
5
つ
の
施
策

体
系
を
継
承
す
る
こ
と
と
し
、
1

点
目
と
し
て
保
健
、
医
療
、
福
祉

の
充
実
に
よ
る
生
活
分
野
、
2
点

目
と
し
て
土
地
、
社
会
資
本
の
充

実
に
よ
る
産
業
分
野
、
3
点
目
と

し
て
自
然
の
保
全
と
活
用
、
廃
棄
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参
加
を
促
す
た
め
の
事
業
で
あ
り
、

今
後
、
「
地
域
公
共
交
通
」
と
し

て
よ
り
良
い
仕
組
み
を
、
住
民
の

声
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
条
例
と

し
て
つ
く
り
上
げ
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

③
体
力
的
な
問
題
や
、
交
通
安
全

上
の
自
動
車
運
転
を
考
慮
し
た
年

齢
と
し
て
、
試
行
事
業
と
同
様
70

歳
以
上
と
い
う
要
件
で
進
め
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
対
象
区
間

に
つ
き
ま
し
て
も
、
一
定
程
度
の

制
限
は
必
要
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

昨
年
、
1
千
万
円
以
上
の
費
用

を
か
け
て
修
繕
し
た
わ
け
で
あ
り

ま
す
か
ら
、
そ
の
あ
と
の
利
活
用

が
、
地
域
住
民
だ
け
で
は
な
く
、

中
川
町
に
と
っ
て
も
重
要
な
事
で

あ
り
ま
す
し
、
町
長
も
同
じ
と
い

う
認
識
で
あ
り
ま
す
。
9
月
の
答

弁
に
お
き
ま
し
て
は
、
町
長
は
上

半
町
の
エ
コ
タ
ウ
ン
構
想
の
中
で

検
討
し
て
い
く
、
と
い
う
考
え
を

示
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
次
の

点
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。 

①
エ
コ
タ
ウ
ン
構
想
に
つ
い
て
、

　

具
体
的
な
構
想
は
い
つ
示
さ
れ

　

る
の
か

②
執
行
方
針
で
は
旧
佐
久
小
学
校

　

施
設
の
利
活
用
に
触
れ
て
い
な

　

い
が
、
行
政
と
し
て
整
備
す
る

　

考
え
は
。
ま
た
、
平
成
26
年
度

　

に
取
り
組
む
具
体
的
な
内
容
は

③
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
関
わ
り

　

に
つ
い
て

①
構
想
の
策
定
に
向
け
て
は
、
地

域
の
皆
様
や
こ
の
地
域
で
活
動
を

続
け
て
い
る
皆
様
と
、
課
題
の
共

通
認
識
を
図
り
、
共
同
に
よ
る
作

業
を
進
め
、
26
年
度
中
に
は
本
構

想
、
並
び
に
展
開
方
針
の
全
様
を

示
し
て
い
く
予
定
で
お
り
ま
す
。

②
本
構
想
の
展
開
の
中
で
利
活
用

し
て
い
く
考
え
で
あ
り
、
本
施
設

の
利
活
用
は
構
想
実
現
の
必
要
条

件
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

従
い
ま
し
て
、
平
成
26
年
度
の

取
り
組
み
と
し
て
執
行
方
針
で
も

触
れ
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
住
民

と
の
協
議
を
進
め
、
こ
の
構
想
と

展
開
方
針
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま

す
。

③
安
平
志
内
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
実
施
さ
れ
る
木
材
流
通
整

備
事
業
に
お
け
る
流
通
整
備
や
薪

産
業
の
創
出
と
い
っ
た
取
り
組
み

に
対
し
て
、
協
力
隊
員
が
従
事
、

あ
る
い
は
関
与
す
る
こ
と
で
、
こ

の
地
域
に
お
い
て
新
た
な
活
力
が

生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
同
じ
内
容
で

1
年
間
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
し
て
、
4
月
1
日
か
ら
の

消
費
税
増
税
を
考
え
た
と
き
に
、

高
齢
者
の
皆
様
に
は
、
精
神
的
に

も
経
済
的
に
も
一
定
の
効
果
を
も

た
ら
す
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

1
年
を
と
お
し
た
事
業
実
施
に

よ
り
、
効
果
を
分
析
さ
れ
、
こ
の

事
業
の
継
続
に
向
け
新
た
な
制
度

の
創
設
を
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
、

次
の
点
に
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま

す
。

①
現
状
の
住
民
バ
ス
の
運
行
に
つ

　

い
て
、
平
成
27
年
度
に
見
直
す

　

考
え
は

②
条
例
化
に
向
け
、
事
業
の
目
的

　

は
③
年
齢
要
件
、
他
の
要
件
や
制
限

　

を
設
け
る
考
え
は

①
各
集
落
地
区
人
口
の
減
少
や
児

童
生
徒
の
減
少
に
よ
り
、
住
民
バ

ス
の
利
用
者
は
年
々
減
少
し
て
お

り
ま
す
。
利
用
実
態
を
的
確
に
把

　

川
口
町
長

　

川
口
町
長

握
・
分
析
し
、
住
民
の
声
を
基
に
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
の
棲
み
分
け
や
、

き
め
細
か
な
移
動
が
可
能
な
ハ
イ

ヤ
ー
料
金
助
成
事
業
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
の
設
置
場
所
等
も
考
慮

し
な
が
ら
、
時
代
に
即
し
た
住
民

バ
ス
の
仕
組
み
に
つ
い
て
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

②
事
業
の
目
的
は
、
あ
く
ま
で
も

交
通
弱
者
と
言
わ
れ
る
高
齢
者
が
、

日
常
生
活
を
送
る
う
え
で
交
通
上

の
利
便
性
が
向
上
す
る
こ
と
に
よ

り
、
生
き
が
い
の
持
て
る
充
実
し

た
生
活
を
送
り
、
積
極
的
な
社
会
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平
成
27
年
度
よ
り
条
例
化
に
向
け

す
す
め
る

高
齢
者
ハ
イ
ヤ
ー
利
用

支
援
事
業
に
つ
い
て

問問問答答

菊地広幸　議員

住民バス住民バス

仮土場（旧佐久小学校グラウンド）仮土場（旧佐久小学校グラウンド）

平
成
26
年
度
中
に

本
構
想・展
開
方
針
を
示
す

旧
佐
久
小
学
校
施
設
等
の

利
活
用
に
つ
い
て

問問答答



施
を
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
を
基

に
、
本
町
の
薪
産
業
創
出
の
可
能

性
を
模
索
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中

小
企
業
融
資
制
度
、
商
工
業
担
い

手
支
援
事
業
、
新
事
業
化
支
援
事

業
等
を
継
続
し
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
4
月
か
ら
消
費
税
ア
ッ

プ
に
よ
る
消
費
の
大
幅
な
落
ち
込

み
が
予
測
さ
れ
る
事
か
ら
、
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
推
進
事
業
や
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
事
業
を
展
開
す
る
こ

と
に
よ
り
、
町
内
消
費
と
商
工
業

の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

③
生
活
形
態
の
変
化
に
よ
り
、
様

々
な
社
会
的
弱
者
と
言
わ
れ
て
い

る
人
達
の
出
現
も
顕
著
に
な
っ
て

お
り
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
等
、

新
た
な
生
活
課
題
が
生
じ
て
お
り
、

そ
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

④
厳
し
い
状
況
下
、
本
年
度
の
予

算
編
成
は
昨
年
を
上
回
る
予
算
と

な
り
ま
し
た
が
、
辺
地
や
過
疎
債

な
ど
の
優
位
な
資
金
手
当
に
よ
り

後
年
度
に
過
度
な
負
担
を
残
さ
な

い
編
成
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
将
来
の
財
政

状
況
を
見
据
え
、
適
正
な
財
源
確

保
が
で
き
る
事
業
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

薪
産
業
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
の
か
。

行
政
と
し
て
、
農
林
商
工
の
連
携
、

い
わ
ゆ
る
6
次
産
業
は
誰
が
指
導

し
て
行
お
う
と
し
て
い
る
の
か
、

お
た
ず
ね
し
ま
す
。

　

地
域
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
利

用
が
可
能
な
の
か
を
調
査
を
し
な

が
ら
、
一
定
程
度
の
目
途
が
つ
い

た
時
に
、
政
策
と
し
て
展
開
を
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

6
次
産
業
は
、
消
費
者
が
何
を

求
め
て
い
る
の
か
を
把
握
し
、
ど

う
い
う
作
物
を
作
り
、
ど
う
加
工

し
、
販
売
し
て
い
く
の
か
と
い
う

手
順
に
な
ら
な
け
れ
ば
本
当
の
6

次
産
業
に
対
す
る
支
援
と
い
う
も

の
の
展
開
に
は
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

設
置
内
容
が
提
示
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
低
年
金
者
に
対
し
て
の
対

応
策
に
つ
い
て
は
。

　

ま
た
、
公
営
住
宅
の
解
体
後
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
に
お
考
え
な
の
か
。

　

中
川
町
の
場
合
、
プ
ラ
ス
介
護

保
険
制
度
化
に
お
け
る
施
設
と
い

う
こ
と
で
、
介
護
保
険
利
用
料
1

割
負
担
と
い
う
大
原
則
が
ご
ざ
い

ま
す
。

　

例
え
ば
要
介
護
2
の
方
で
す
と
、

月
の
利
用
料
が
2
万
5
千
円
程
度

と
な
り
ま
す
の
で
、
安
い
所
で
8

万
円
、
高
い
所
で
9
万
と
考
え
た

と
こ
ろ
、
平
均
8
万
5
千
円
と
な

り
、
2
万
5
千
円
を
た
し
て
11
万

と
な
り
、
11
万
が
ほ
ぼ
基
本
的
な

金
額
と
な
り
ま
す
。

　

ひ
ば
り
団
地
の
1
棟
4
戸
を
昨

年
度
、
解
体
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
の
利
活
用
に
つ
き
ま
し
て
は
庁

舎
内
部
の
土
地
利
用
部
会
で
検
討

中
で
す
。

農
商
工
支
援
を
幅
広
く
継
続
し
ま
す

平
成
26
年
度

町
政
執
行
方
針
に
基
づ
い
て

　

町
長
も
就
任
時
「
3
つ
の
元
気

を
取
り
戻
す
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
主
要
政
策
と
し
て
「
元

気
な
高
齢
社
会
」
「
元
気
な
産
業

経
済
」
「
元
気
な
人
づ
く
り
」
こ

の
3
つ
の
公
約
を
ど
の
よ
う
に
実

施
し
て
き
た
の
か
、
ま
た
今
後
残

さ
れ
た
任
期
で
総
括
し
、
ど
の
よ

う
な
場
で
公
表
す
る
の
か
お
伺
い

い
た
し
ま
す
。

　

合
わ
せ
て
次
の
4
点
に
つ
い
て

本
町
の
依
存
策
を
含
め
、
具
体
的

に
施
策
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

か
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

①
基
幹
産
業
問
題
の
具
体
的
施
策

②
経
済
対
策
の
問
題
点
の
具
体
的

　

な
進
め
方

③
福
祉
対
策
、
特
に
現
状
の
認
識

　

と
課
題
の
取
り
組
み
方

④
今
後
の
財
源
の
確
保
と
財
政
に

　

対
し
て
の
取
り
組
み
方

　

①
②
の
ご
質
問
で
す
が
、
併
せ

て
答
弁
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

川
口
町
長

　

再
質
問

　

川
口
町
長

　

再
質
問

　

住
民
課
長

　

環
境
整
備
課
長

問問問答答

佐藤　正　議員

　

平
成
26
年
度
町
政
執
行
方
針
で
、

最
も
重
要
な
柱
の
一
つ
と
し
て
農

林
業
の
振
興
を
中
心
と
し
た
「
元

気
な
産
業
経
済
」
を
目
指
し
、
農

業
と
林
業
の
新
た
な
振
興
策
を
進

め
、
農
商
工
連
携
や
起
業
へ
の
支

援
等
に
よ
り
、
新
し
い
雇
用
の
創

出
が
図
ら
れ
る
よ
う
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
「
中
川
町
農
業
振
興
セ

ン
タ
ー
」
の
役
割
と
そ
の
体
制
を

明
確
に
し
、
農
業
振
興
の
充
実
並

び
に
実
現
に
向
け
、
中
川
ら
し
い

畑
畜
混
合
農
業
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
森
林

業
を
産
業
構
造
の
核
に
据
え
、
森

林
の
適
正
な
維
持
管
理
と
整
備
に

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
地
域
が

持
続
可
能
な
経
済
構
造
を
創
出
す

る
大
き
な
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進
と

し
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用

に
着
手
す
る
た
め
の
供
給
可
能
量

調
査
並
び
に
実
証
試
験
事
業
の
実
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②
平
成
21
年
2
月
に
中
川
町
耐
震

化
改
修
促
進
化
を
策
定
し
て
現
状

の
調
査
を
し
て
お
り
ま
す
。（
公
共

住
宅
や
民
間
住
宅
に
つ
い
て
も
）

③
施
設
改
修
に
対
す
る
補
助
制
度

は
あ
る
が
、
決
し
て
有
効
な
制
度

と
は
言
え
な
く
、
解
体
に
つ
い
て

の
補
助
制
度
も
な
い
こ
と
か
ら
、

自
治
体
が
連
携
し
て
事
業
の
制
度

化
に
つ
い
て
道
や
国
に
支
援
要
請

を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。　

④
緊
急
性
の
あ
る
施
設
改
修
は
一

定
程
度
終
え
た
と
認
識
し
て
い
ま

す
が
、
議
会
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い

る
幼
児
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
検

討
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

⑤
経
常
維
持
管
理
費
は
一
定
程
度

の
行
革
効
果
は
実
証
さ
れ
た
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
が
、
最
小
の
経

費
で
最
大
の
効
果
を
目
指
し
た
維

持
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
等
施
設
老

朽
化
対
策
で
応
急
処
置
を
し
な
が

ら
使
用
し
て
い
く
と
い
わ
れ
る
が
、

限
度
と
し
て
の
お
考
え
は
。

　

財
政
健
全
の
み
が
最
も
重
要
で

な
く
健
全
性
を
維
持
し
な
が
ら
、

積
極
的
に
3
つ
の
元
気
を
取
り
戻

す
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
建
物
に
い

た
ず
ら
に
管
理
コ
ス
ト
を
掛
け
な

い
で
慎
重
に
判
断
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

未
利
用
地
財
産
管
理
と
処
分
に

つ
い
て
平
成
19
年
に
基
本
方
針
を

示
さ
れ
て
い
る
が
ど
の
様
な
取
り

扱
い
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

行
政
と
し
て
民
間
的
に
は
考
え

ら
れ
な
い
事
も
中
に
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
役
場
の
財
政
的
に
は

違
っ
た
要
素
も
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
無
駄
な
こ
と
を
何
で
も
や

っ
て
良
い
と
は
考
え
ま
せ
ん
が
、

住
民
の
将
来
の
暮
ら
し
を
支
え
る
、

中
川
に
繋
が
る
も
の
で
あ
る
と
考

え
て
、
民
間
の
発
想
も
よ
く
承
知

し
な
が
ら
で
も
行
う
と
、
役
所
と

し
て
の
経
済
の
視
点
を
陳
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
総
務
課

長
よ
り
具
体
的
詳
細
説
明
あ
り
）

　

町
費
（
財
産
）
は
住
民
の
も
の
。

ど
う
す
る
か
は
少
な
い
意
見
で
あ

っ
て
も
、
民
主
主
義
の
問
題
。
納

得
で
き
る
使
い
方
を
。
町
長
が
思

う
だ
け
で
な
く
、
我
々
に
も
別
な

感
覚
で
希
望
も
あ
る
と
い
う
こ
と

を
認
識
さ
れ
て
欲
し
い
。

　

議
員
の
財
政
論
と
施
設
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま

し
た
。
私
の
任
期
の
最
後
の
年
を
、

住
民
の
多
様
な
意
見
を
伺
い
な
が

ら
私
の
使
命
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
自
然
災
害
が
全
国
各
地
で

発
生
し
、
特
に
平
成
23
年
の
東
日

本
大
震
災
や
平
成
7
年
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
と
多
く
の
犠
牲
者
を

だ
し
、
更
に
は
膨
大
な
社
会
資
本

の
損
壊
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
す
。
こ
れ
ら
大
災
害
の
発
生
を

契
機
と
し
て
公
共
施
設
の
耐
震
化

対
策
や
老
朽
化
対
策
が
問
題
と
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
財
政
面
で
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
町
と
し
て

も
急
が
れ
る
政
治
課
題
と
し
て
対

応
を
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
推
察

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
人
口
減
少

の
顕
著
な
本
町
と
し
て
、
更
に
統

廃
合
を
迫
ら
れ
た
公
共
施
設
も
数

多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
問
題
に
つ

い
て
町
長
の
見
解
と
対
処
の
お
考

え
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

①
老
朽
化
施
設
に
つ
い
て
ど
の
様

　

な
所
見
を
お
持
ち
で
あ
る
か

②
耐
震
化
構
造
な
ど
主
な
施
設
に

　

つ
い
て
調
査
状
況
は
い
か
に

③
国
の
補
助
制
度
と
今
後
の
展
開

　

川
口
町
長

　

再
質
問

　

川
口
町
長

　

川
口
町
長

　

再
質
問

　

再
質
問

　

川
口
町
長

　

予
想
の
情
況
は

④
新
し
い
施
設
整
備
に
追
わ
れ
て

　

い
る
よ
う
で
す
が
、
身
の
丈
に

　

合
っ
た
計
画
性
の
あ
る
事
業
展

　

開
が
望
ま
れ
る
が
予
想
さ
れ
る

　

新
規
施
設
整
備
は
如
何
か

⑤
維
持
管
理
経
費
の
削
減
は
行
政

　

改
革
計
画
で
か
な
り
強
く
訴
え

　

て
い
る
が
あ
ま
り
実
効
が
伺
え

　

な
い
が
、
今
年
度
予
算
編
成
で

　

の
具
体
的
取
り
組
み
に
つ
い
て

①
公
共
住
宅
以
外
で
の
建
築
物
は

45
棟
あ
り
、
昭
和
57
年
以
後
に
建

設
さ
れ
た
耐
震
性
の
あ
る
の
が
29

棟
、
昭
和
56
年
以
前
に
建
設
さ
れ

た
耐
震
診
断
が
必
要
な
の
が
16
棟

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
公
共
施
設
は
、

災
害
時
に
防
災
拠
点
・
避
難
施
設

・
救
護
施
設
に
な
る
重
要
な
施
設

で
あ
る
た
め
、
老
朽
化
対
策
・
耐

震
化
対
策
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
橋
梁
に
つ

い
て
は
長
寿
命
化
修
繕
計
画
で
改

修
し
て
い
き
ま
す
。

（　）12

一 般 質 問

重
要
な
施
設
か
ら

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

問問問答答

鎌塚一成　議員

幼児センター幼児センター



　

を
見
据
え
た
計
画
が
望
ま
れ
る

　

（
例
え
ば
防
火
施
設
ス
プ
リ
ン
ク

　

ラ
ー
設
置
）

⑵
学
校
施
設
活
用
基
本
設
計
委
託
に

つ
い
て

　

中
川
商
業
高
等
学
校
校
舎
の
利
活

用
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
地
域
課
題

の
解
決
を
目
指
し
、
生
涯
学
習
の
核

施
設
と
し
て
活
用
を
図
る
と
の
基
本

方
針
が
示
さ
れ
た
。

　

今
後
と
も
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
の
施
設
整
備
内
容
及
び
運

営
計
画
等
に
つ
い
て
、
現
社
会
教
育

施
設
利
用
者
及
び
関
係
者
の
意
見
聴

取
等
を
踏
ま
え
て
幅
広
い
検
討
が
な

さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
、
今
後
と
も
、

当
セ
ン
タ
ー
の
運
営
計
画
（
案
）
な

ど
に
基
づ
い
て
各
利
用
者
や
地
域
住

民
に
説
明
会
を
開
催
し
理
解
と
協
力

を
求
め
、
地
域
住
民
の
積
極
的
な
利

用
及
び
各
種
事
業
展
開
が
な
さ
れ
、

生
涯
学
習
活
動
の
充
実
が
求
め
ら
れ

る
。

　

ま
た
、
本
町
に
お
い
て
は
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
後
に
お
い
て

も
各
種
公
共
施
設
の
整
備
、
改
修
が

実
施
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ

て
、
当
セ
ン
タ
ー
に
集
約
さ
れ
る
既

存
社
会
教
育
施
設
の
財
産
管
理
に
つ

い
て
は
、
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
い

て
評
価
、
見
直
し
を
行
い
健
全
な
行

財
政
運
営
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
畜
産
経
営
環
境
は
配
合
飼

料
を
は
じ
め
と
す
る
生
産
資
材
の
高

騰
が
続
い
て
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
で
あ
り
、
当
施
設
運
営
に
お
い
て

地
域
全
酪
農
家
の
自
給
飼
料
利
用
に

向
け
て
の
積
極
的
な
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
る
と
考
え
る
。

　

最
後
に
、
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
が

中
心
と
な
り
地
域
農
業
の
抱
え
る
様

々
な
課
題
解
決
に
向
け
て
、
生
産
者

や
関
係
機
関
等
と
協
議
検
討
さ
れ
、

積
極
的
な
事
業
展
開
を
期
待
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
給
飼
料
生

産
施
設
等
の
事
業
運
営
に
当
た
っ
て

は
、
費
用
対
効
果
な
ど
十
分
な
検
討

を
行
い
円
滑
な
事
業
推
進
を
図
り
、

地
域
農
業
経
営
の
向
上
を
目
指
し
て

関
係
者
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ

と
が
責
務
と
考
え
る
。

②
鹿
肉
解
体
処
理
施
設
建
設
及
び
施

設
維
持
管
理
に
つ
い
て

　

鹿
肉
解
体
処
理
施
設
建
設
に
つ
い

て
、
町
は
平
成
25
年
第
3
回
定
例
会

に
お
い
て
今
年
度
の
施
設
整
備
を
断

念
し
た
。
こ
の
判
断
に
至
っ
た
経
緯

及
び
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
に
つ
い
て
早
急
に
内
部
検
討
さ
れ
、

町
内
関
係
機
関
及
び
近
隣
自
治
体
な

ど
と
連
携
し
て
協
議
を
進
め
、
エ
ゾ

シ
カ
被
害
の
防
止
を
図
り
そ
の
捕
獲

し
た
エ
ゾ
シ
カ
の
有
効
活
用
に
向
け

た
事
業
展
開
を
期
待
す
る
。

1　

調
査
期
間

　

平
成
25
年
3
月
22
日
か
ら
平
成
26

年
2
月
28
日
ま
で

2　

調
査
報
告

①
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ

い
て

•
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
格
納
庫

の
整
備
内
容
の
一
部
変
更
、
施
設
敷

地
整
備
の
一
部
を
翌
年
度
施
行
す
る

な
ど
当
初
整
備
計
画
か
ら
の
変
更
が

あ
っ
た
が
施
設
整
備
が
完
了
し
、
平

成
25
年
12
月
よ
り
各
農
家
へ
の
飼
料

供
給
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

•
自
給
飼
料
生
産
に
つ
い
て
は
、
作

付
面
積
77
．
4
ha
で
平
均
反
収
を
上

回
る
6
，
1
2
4
㎏
で
4
，
2
5
0

ｔ
の
飼
料
が
生
産
さ
れ
た
。

•
飼
料
売
払
い
状
況
に
つ
い
て
は
、

運
営
初
年
度
で
あ
り
参
加
農
家
15
戸

の
内
12
戸
で
あ
り
低
迷
で
あ
る
。

　

自
給
飼
料
生
産
施
設
運
営
に
つ
い

て
　

自
給
飼
料
生
産
施
設
の
運
営
に
つ

い
て
は
、
自
給
飼
料
生
産
施
設
設
置

及
び
管
理
条
例
、
同
条
例
施
行
規
則

及
び
自
給
飼
料
生
産
品
販
売
価
格
算

定
要
綱
に
基
づ
き
適
正
に
運
営
さ
れ
、

利
用
者
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
運
営

体
制
の
構
築
が
重
要
と
考
え
る
。

　

具
体
的
に
は
、
栽
培
技
術
の
向
上
、

調
製
技
術
の
向
上
に
向
け
た
日
々
の

研
鑽
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。

概
要

①
施
設
職
員
及
び
人
材
確
保

•
施
設
管
理
者
・
経
営
者
は
福
祉
関

　

係
の
資
格
は
も
と
よ
り
、
相
当
な

　

経
験
の
豊
富
な
職
員
を
雇
用
し
て

　

い
る
。

•
職
員
の
確
保
は
そ
う
困
難
で
は
な

　

い
が
、
処
遇
に
つ
い
て
は
相
当
な

　

配
慮
を
し
て
い
る
。
特
に
入
所
者

　

介
護
業
務
の
事
か
ら
職
員
・
パ
ー

　

ト
職
員
の
長
期
勤
務
者
の
確
保
が

　

大
切
で
あ
り
、
勤
務
時
間
の
厳
守

　

等
に
配
慮
し
て
い
る
。

②
施
設
運
営

•
施
設
運
営
面
で
は
、
施
設
の
小
規

　

模
多
機
能
型
が
望
ま
し
い
。
入
所

　

者
の（
家
族
も
）、
介
護
状
態
に
合

　

わ
せ
た
生
涯
安
心
で
き
る
継
続
性

　

の
あ
る
施
設
確
保
が
期
待
さ
れ
る
。

　

注
（
中
川
町
は
人
口
規
模
が
小
さ

　

い
が
高
齢
化
の
進
ん
で
い
る
状
態

　

で
様
々
な
多
様
な
段
階
別
介
護
者

　

が
い
る
の
で
、
対
応
で
き
る
介
護

　

施
設
が
要
望
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

　

施
設
づ
く
り
は
、
費
用
対
効
果
は

　

悪
い
が
、
複
合
的
多
機
能
施
設
が

　

適
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
時
間
に

　

囚
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
充
分
な
検

　

討
が
望
ま
れ
る
）

③
施
設
の
防
火
対
策

•
国
の
福
祉
行
政
の
改
正
が
目
ま
ぐ

　

る
し
い
の
で
、
施
設
設
備
な
ど
先

1　

調
査
期
間

　

平
成
25
年
3
月
22
日
か
ら
平
成
26

年
2
月
7
日
ま
で

2　

調
査
報
告

⑴
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
新
築
工
事
実
施

設
計
委
託
に
つ
い
て

　

町
が
開
設
予
定
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
事
業
に
つ
い
て
調
査
検
討
を
掲

げ
関
係
諸
機
関
や
町
担
当
所
管
課
と

協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。　

　

こ
の
度
は
施
設
の
運
営
な
ど
ソ
フ

ト
面
で
の
実
態
に
つ
い
て
調
査
・
検

討
す
べ
く
医
療
福
祉
面
で
中
川
町
と

密
接
な
繋
が
り
の
あ
る
旭
川
市
内
の

類
似
施
設
の
実
態
調
査
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

＊
調
査
日　

平
成
26
年
2
月
6
〜
7

日＊
調
査
施
設

•
老
人
福
祉
施
設
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

　

ム
「
あ
さ
が
お
」

　

社
会
福
祉
法
人　

旭
川
福
祉
法
人

　

旭
川
健
翔
会

•
ケ
ア
ハ
ウ
ス
「
リ
バ
ー
サ
イ
ド
」

　

社
会
福
祉
法
人　

旭
川
聖
会

•
グ
ル
ー
プ
ハ
ウ
ス
「
敬
和
館
」

　

合
同
会
社　

敬
心
会

　

（
介
護
保
険
適
用
外
の
所
謂
老
人

下
宿
形
態
）

＊
「
あ
さ
が
お
」
と
「
リ
バ
ー
サ
イ

　

ド
」
の
両
施
設
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　

を
施
設
内
で
運
営
し
て
い
る
。

総
務
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告
書

経
済
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告
書
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編
集
後
記

集
後
記

編
集
後
記

集
後
記

この広報紙は道産間伐材を使用しています。

　
二　

月

　
　

四
日　

第
二
回
議
員
全
員
協
議
会

　
　
〃　
　

第
一
回
臨
時
会

　
　

六
日　

総
務
常
任
委
員
会
所
管
調

　
　
　
　
　

査
【
旭
川
市
】
（
七
日
ま

　
　
　
　
　

で
）

　

十
一
日　

二
〇
一
四
年
を
祝
う
北
海

　
　
　
　
　

道
議
会
議
員
た
け
う
ち
英

　
　
　
　
　

順
連
合
後
援
会
新
年
の
集

　
　
　
　
　

い
【
美
瑛
町
】

　

十
二
日　

第
一
回
経
済
常
任
委
員
会

　

十
三
日　

第
一
回
総
務
常
任
委
員
会

　

十
七
日　

第
二
回
経
済
常
任
委
員
会

　
　
〃　
　

西
天
北
五
町
衛
生
施
設
組

　
　
　
　
　

合
2
月
定
例
議
会
【
幌
延

　
　
　
　
　

町
】

　

十
八
日　

第
三
回
議
員
全
員
協
議
会

　
　
〃　
　

第
二
回
臨
時
会

　
　
〃　
　

第
二
回
総
務
常
任
委
員
会

二
十
四
日　

第
三
回
総
務
常
任
委
員
会

二
十
八
日　

第
四
回
議
員
全
員
協
議
会

　
　
〃　
　

第
二
回
議
会
運
営
委
員
会

三　

月

　
　

三
日　

上
川
北
部
消
防
事
務
組
合

　
　
　
　
　

議
会
定
例
会
【
名
寄
市
】

　
　

六
日　

第
五
回
議
員
全
員
協
議
会

　
　
〃　
　

第
一
回
定
例
会
（
十
四
日

　
　
　
　
　

ま
で
）

　
　

十
日　

第
一
回
定
例
会
（
一
般
質

　
　
　
　
　

問
）

　

十
一
日　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

（
十
三
日
ま
で
）

　

十
四
日　

中
川
中
学
校
第
六
十
七
回

　
　
　
　
　

卒
業
証
書
授
与
式

　
　
〃　
　

第
一
回
定
例
会
（
再
開
・

　
　
　
　
　

閉
会
）

　

十
九
日　

中
央
小
学
校
第
四
十
一
回

　
　
　
　
　

卒
業
証
書
授
与
式

　

二
十
日　

第
七
回
幼
児
セ
ン
タ
ー
修

　
　
　
　
　

了
式

二
十
五
日　

中
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

平
成
二
十
五
年
度
第
三
回

　
　
　
　
　

評
議
員
会

二
十
六
日　

中
川
町
高
齢
者
学
級
ポ
ン

　
　
　
　
　

ピ
ラ
塾
修
了
式

　
　
〃　
　

第
六
回
議
員
全
員
協
議
会

二
十
九
日　

札
幌
中
川
会
定
期
総
会

　
　
　
　
　

【
札
幌
市
】

四　

月

　
　

一
日　

中
川
町
幼
児
セ
ン
タ
ー
入

　
　
　
　
　

所
式

　
　

五
日　

額
賀
福
志
郎
自
民
党
税
制

　
　
　
　
　

調
査
会
小
委
員
長
並
び
に

　
　
　
　
　

今
津
寛
衆
議
院
議
員
と
の

　
　
　
　
　

要
望
懇
談
会
【
旭
川
市
】

　
　
〃　
　

今
津
寛
衆
議
院
議
員
政
経

　
　
　
　
　

セ
ミ
ナ
ー
【
旭
川
市
】

　
　

七
日　

中
央
小
学
校
入
学
式

　
　
〃　
　

中
川
中
学
校
入
学
式

　

十
三
日　

東
京
中
川
会
総
会
及
び
交

　
　
　
　
　

流
会
【
千
葉
県
】

中川中学校入学式（4月7日） 中央小学校入学式（4月7日）

　

「
常
勤
医
不
在
の
診
療
所
」
か
っ
て

な
か
っ
た
不
安
を
抱
い
た
町
民
は
戸
惑

い
の
声
を
漏
ら
し
た
こ
こ
数
か
月
。
町

民
の
最
大
な
不
安
は
医
療
と
福
祉
の
欠

け
る
こ
と
。
町
政
の
怠
慢
に
他
な
ら
な

い
と
の
声
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
議
会
も

そ
の
責
務
は
あ
る
。
医
師
確
保
に
最
大

限
の
努
力
を
尽
く
す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
定
例
会
は
町
長
・
議
会
の
今
任
期

最
終
の
予
算
編
成
で
あ
り
ま
し
た
。
総

合
計
画
や
福
祉
・
教
育
・
農
業
振
興
計

画
等
に
基
づ
い
て
知
恵
と
工
夫
を
凝
ら

し
て
の
予
算
編
成
で
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
成
果
は
町
民
の
皆
様
の
冷
静
な
判

断
を
待
つ
こ
と
で
す
。
一
議
員
と
し
て

は
予
算
審
議
や
一
般
質
問
で
チ
ェ
ッ
ク

と
批
判
そ
し
て
、
提
言
と
を
行
っ
た
つ

も
り
で
す
が
充
分
な
「
仕
事
」
が
出
来

て
い
な
か
っ
た
と
反
省
す
る
こ
と
も
多

々
あ
り
ま
す
。
町
民
各
位
の
町
政
参

加
（
議
会
傍
聴
も
そ
の
一
つ
）
を
期
待

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

（
一
記
）　

　
　
　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　

委
員
長　

鎌　

塚　

一　

成

　
　
　
　

委　

員　

菊　

地　

広　

幸

議　
会　
日　
誌

議　
会　
日　
誌


